
2001 

No.333 
平成13年5月25日

川内町消防団初級-中級研修会 (5パ1) 



a+fð.さんI~
~、ぬように

前考えでct1J'1， 

今
、
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、

将
来
の
川
内
町
の
あ
り
方
を
真
剣

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
き
て
い
ま
す
。
市
町
村
合
併
は
、

私
た
ち
の
住
む
「
川
内
町
」
を
取

り
巻
く
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る

有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。

県
に
お
き
ま
し
で
も
、
市
町
村

合
併
推
進
要
綱
を
本
年
二
月
に
策

定
し
、
川
内
町
の
合
併
組
合
せ
が

基
本
パ
タ
ー
ン
と
参
考
パ
タ
ー
ン

の
二
通
り
示
さ
れ
た
と
と
ろ
で

す
。
そ
し
て
、
合
併
問
題
は
、
住

民
の
方
々
の
意
向
を
充
分
に
踏
ま

え
て
、
自
ら
、
か
判
断
し
な
け
れ
ば

な
う
な
い
問
題
と
し
て
二
十
一
世

紀
の
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
川
内
町
の
将
来
像
と
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
を
早
急
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
う
な
い
最
重
要
課
題
と
捉
え

て
お
り
ま
す
。

今
月
号
か

5
数
回
に
分
け
て
関

連
記
事
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の

で
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
そ

の
是
非
も
含
め
一
緒
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

住
民
の
日
常
生
活
圏
の
拡
大

交
通

・
情
報
通
信
手
段
の
発
達

や
経
済
活
動
の
進
展
に
伴
い
、
住

民
の
日
常
生
活
圏
は
市
町
村
の
区

域
を
越
え
て
ま
す
ま
す
拡
大
し
て

い
ま
す
。
同
時
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
広
域
化
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
併

せ
て
市
町
村
の
行
政
体
制
を
見
直

し
、
可
能
な
限
り
拡
大
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
の
推
進

地
方
分
権
が
い
よ
い
よ
実
行
の

段
階
と
な
り
、
自
己
決
定

・
自
己

責
任
の
原
則
の
下
、
住
民
に
身
近

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
各
地
域
で

責
任
を
も
っ
て
選
択
さ
れ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
個
々
の
市
町
村
の
自
立

・
体
制

整
備
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
個
々
の
市
町
村

に
お
い
て
、
政
策
を
立
案
し
、
住

民
に
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
す
る
こ

と
や
、
選
択

・
実
施
さ
れ
る
施
策

を
裏
付
け
る
だ
け
の
税
財
源
を
充

実
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
の
進
展

0
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
年
少

人
口
の
割
合
は
年
々
減
少
し
、
一

九
九
五
年
に
一
六
%
だ
っ
た
の

が
、
二
O
二
五
年
に
は
二
二
%
ま

で
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
六
十
五

歳
以
上
の
老
年
人
口
の
割
合
は
、

一
九
九
五
年
の
一
五
%
か
ら
、

二

O
二
五
年
に
は
こ
七
%
ま
で
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
少
子
・
高
齢
化
の

進
展
は
、
特
に
中
山
間
地
な
ど
に

あ
る
小
規
模
市
町
村
へ
の
影
響
が

大
き
く
、
行
政
体
制
の
再
検
討
を

し
な
け
れ
ば
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

レ
ベ
ル
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
特

に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
高
齢

社
会
に
対
応
し
て
よ
り
充
実
化
が

求
め
ら
れ
る
行
政
分
野
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
市
町
村
の
単
位
で
は
、

適
切
な
対
応
が
難
し
い
状
況
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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国
・
地
方
を
通
じ
た

財
政
の
著
し
い
悪
化

地
方
の
借
入
金
残
高
は
一
九
九

九
年
度
末
で
約
一
七
六
兆
円
、

国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
債
務
残
高

は
、
約
六
O

O
兆
円
(
対
G
D
P

比

二

二

%
)
に
上
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
小
規
模
市
町
村
ほ
ど

税
財
政
基
盤
は
弱
い
の
で
す
が
、

合
併
に
よ
り
基
盤
を
強
化
し
、
少

子
・
高
齢
社
会
の
中
に
お
い
て

も
、
基
幹
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。



地
域
づ
く
り
・

ま
ち
"
つ
く
り
の
広
域
化

広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
道
路

や
公
共
施
設
の
整
備
、
土
地
利
用

な
ど
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
よ

り
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

環
境
問
題
や
水
資
源
問
題
、
観

光
振
興
な
ど
広
域
的
に
調
整
し
た

り
取
り
組
ん
だ
り
す
る
必
要
が
あ

る
課
題
に
つ
い
て
、
施
策
を
有
効

に
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す。住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上

市
町
村
の
規
模
が
大
き
く
な
る

と
、
福
祉
、
保
健
、
土
木
、
建
築

な
ど
の
分
野
で
、
従
来
採
用
が
困

難
で
あ
っ
た
り
、
十
分
に
確
保
で

き
な
か
っ
た
専
門
職
の
採
用

・
増

強
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
専
門
的

か
っ
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

小
規
模
市
町
村
で
は
設
置
困
難

な
都
市
計
画
、
国
際
化
や
情
報
化

な
ど
を
担
当
す
る
専
任
組
織
・
職

員
を
置
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

よ
り
多
様
な
行
政
施
策
の
展
開
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

る
と
と
も
に
、
職
員
数
を
全

体
的
に
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

広
域
的
な
観
点
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
・
文
化
施
設
等

の
公
共
施
設
を
効
率
的
に
配

置
す
る
こ
と
が
で
き
、
隣
接

地
域
の
中
で
の
類
似
施
設
の

重
複
が
避
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

。行
財
政
の
運
曽
の
効
率
化
と

そ
の
基
盤
の
強
化

総
務
・
企
画
な
ど
の
管
理
部
門

の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス

や
事
業
を
直
接
行
う
部
門
な
ど
に

職
員
が
相
対
的
に
多
く
配
置
さ
れ

| 合併問題懇談会の開催について I 

6月かう7月にかけて各公民館単位で合併問題懇談会を

実施しますので、地元地区で開催の折には、ぜひ、御出

席の上、みなさんの声をお聞かせ下さい。

開催地区 日時 場所

奥松瀬川地区 6月 6日(水)19:30"-' 奥松瀬川公民館

町西部地区 6月 8日(金)19:30"-' 町西部公民館

河之内地区 6月11日(月)20:00"-' 河之内公民館

南方西部地区 6月13日(水)20:00"-' 由里集会所

則之内西地区 6月15日(針 20:00"-' 則之内西公民館

滑)11地区 6月16日仕)19:30"-' 滑川生活改善センター

北方西部地区 6月22日(針 19:30"-' 北方西部公民館

土谷地区 6月28日(木)20・00"-' 土谷公民館

| 愛媛県が示した川内町の合併組合せパターン I 

基本パターン (2市3町)
松山市・北条市・重信町・川内町・中島町

参考パターン (2町)

重信町・川内町

県都機能充実型

542，980人

640.1 7k m' 

*類型

女人口

宮崎面積
.. 

*類型都市周辺地域自立型

犬人口 34，700人

*面積 211.45km2

地域特性・効果等

旧温泉郡の組合せで、松山市を核とした広域交通

ネットワークが形成され、製造業、商業等も集積し

ている。施設の広域利用等の進展が可能となるO 市

街地が連たんしている地域が多いことから、 一体的

な土地利用が可能で、一層の行政の高度化・円滑

化も期待される O 松山市と連携した市街地整備によ

り、県の中心としてより一層の発展が期待される O

地域特性・効果等

温泉郡陸地部の組合せで、松山市近郊に位置し、

川内ICもあることから、近年、流通施設、製造業

が立地しつつある O 人口3万人超となり「市」への

移行が可能。市街地が連たんしていることから、一

体的な土地利用が可能で、松山園東部の独立した核

として松山市との連携を図ることで都市機能の充

実、発展が期待される。

の
広報かわうち
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こ
れ
か
5
が
本
番
f
風
水
害
へ
の
備
え

六
月
か

5
は
梅
雨
前
線
や
台
風
な
ど
の
影
響
で
、
大
雨
に
よ
る
災
害
が
起
き
や
す
い

季
節
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
風
水
害
へ
の
備
え
に
心
が
け
、
家
の
周
り
や
地
域
の
危
険
箇

所
を
確
認
し
、
家
族
や
地
域
で
安
全
対
策
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
の
周
り
や
地
域
の

危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク

大
雨
や
台
風
が
あ

っ
た
と
き
、

あ
な
た
の
家
の
周
り
は
安
全
で
す

か
。
近
く
の
川
の
洪
水
や
が
け
崩

れ
な
ど
の
危
険
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
家
の
周
り
や
近
所
を
見
回
り

し
て
、
危
険
な
箇
所
は
な
い
か
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
宅
周
辺
で
は
、
窓
や
屋
根、

雨
ど
い
や
側
溝
、
擁
壁
な
ど
を
点

検
し
、
壊
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
ら
早
め
に
修
理
を
。

避
難
場
所
や
避
難
方
法

を
話
し
合
っ
て
お
く

風
水
害
の
備
え
に
つ
い
て
家
族

や
地
域
で
話
し
合
っ
た
り
、
防
災

訓
練
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
日
ご

ろ
の
防
災
活
動
も
大
切
で
す
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
指
定

さ
れ
た
避
難
場
所
が
あ
る
の
で
、

実
際
に
{
永
か
ら
歩
い
て
み
て
、
場

所
と
道
筋
を
確
認
し
て
お
き
ま
し

ト
み
ヱ
つ
ノ
。

高
齢
者
や
子
ど
も
、
病
人
、
体

の
不
自
由
な
人
が
い
る
場
合
は
、

地
域
の
人
た
ち
が
手
伝
っ
て
避
難

活
動
が
行
え
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か

予
想
な
ど
の
情
報
が
提
供
さ
れ
た

り
、
家
屋
な
ど
に
危
険
が
迫
っ
た

と
き
、
避
難
勧
告
や
指
示
が
出
さ

れ
た
り
し
ま
す
。

ら
協
力
体
制
を
築
い
て
お
く
こ
と

も
必
要
で
す
。

気
象
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る

梅
雨
の
時

期
や
台
風
が

近
づ
い
て
い

る
と
き
は
、

防
災
行
政
無

線

や

テ

レ

ビ
、
ラ
ジ
オ

の
気
象
情
報

な
ど
に
十
分

注
意
し
ま
し

ト
A

匹、つノ
。
土
砂
崩
れ

な
ど
の
災
害

-・・・・・・・・・・・・・・・.電池交換
しましたか?
~戸別受信機のチェック~

コンセントに差し込んで、使用している戸別

受信機は、災害などの停電時には電池に切り

替わります。電源ランプが赤く点滅している

のは、電池が消耗しているサインです。早急

に電池(単2電池4個)を取り替えてください。

また、電源ランプがみどり色(正常)でも、年

1回は、新しい電池と交換してください。

乾電池の脱着方法

・入れかた

. . . . . . . . . . . . 

日
ご
ろ
か
ら
備
え
て

お
き
た
い
も
の

-
非
常
持
ち
出
し
袋

懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
)
非
常
食
、

現
金
、
通
帳
、
救
急
用
品
、
水
、

衣
類
な
ど

-
緊
急
連
絡
カ
ー
ド

自
分
の
名
前
や
住
所
、
生
年
月

日
、
血
液
型
、
家
族
と
の
緊
急
連

絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
「
緊
急
連

絡
カ

l
ド
」
を
家
族
で
つ
く
り
、

携
帯
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

-出しかた

-電池を取り出す時は、電池力パー

のお印部在、押し芯ガら、矢印方

向に引いて下さい。

-乾電池4個を図のよう巳、極性

(+、ー)に注意し、電池ケース

の極性表示と合わせて電池ケース

巳入れてください。• 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. -
• • • • • • • • • • • • • • I ・

。 広報かわうち
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下水道排水設備工事と
指定工事庖のお知らせ
公共下水道の供用が開始された区域内のお宅につきましては、 トイ

レや風自などからの汚水を流す排水設備工事を個人負担で行っていた

だ、く必要があります。

そのための指定工事屈を下記のとおり定めておりますので、依頼を

して工事を行って下さい。

なお、供用が開始されてから6力月以内に排水設備工事を、 3年以

内にトイレの水洗化を行うごとが、下水道法で義務付けられています。

-関川合わせ先

水道課 fi966 -2238 

-川内町下水道排水設備指定工事庖(平成13年5月1日現在)

指定番号 指定工事届名 営業所所在地 電話番号

日進建設株式会社 川|内町大字南方2190番地3 966-4148 

2 渡部電水工業 株式会社 川内町大字南方592番地5 966-2020 

3 加藤電気水道 川内町大字松瀬川甲698番地1 966-2680 

4 有限会社 川内建設 川内町大字則之内乙2107番地1 966-4488 

5 株式会社 富久土木重機 川内町大字則之内乙1191番地1 966-3666 
6 有限会社佐伯工業 川内町大字則之内甲243番地 966-3632 

7 株式会社 ヨシフジ 川内町大字南方573番地5 966-3475 

8 株式会社塩坂建設 川内町大字則之内甲1883番地1 966-3866 

9 中予言十電機設備 川内町大字則之内乙2463番地3 966-5002 

10 関西商事株式会社 川内町大字南方2222番地3 966-4040 

11 有限会社 サン・ヨーコ 松山市井門町54番地9 956-7767 

12 有限会社 松山水道工業所 松山市和泉北二丁目5番27号 943-0643 

13 萩生興業株式会社 松山市中野町888番地7 963-4502 

14 有限会社 進設備 松山市姫原=丁目6番15号 922-0064 

15 兵頭水道株式会社 松山市福音寺町564番地7 947-0571 

16 愛媛日化サ ビス 株式会社 松山市保免2丁目3番11号 971-2230 

17 恒和設備工業株式会社 松山市北梅本町637番地 975-3315 

18 株式会社 ヤマト建設 松山市南吉田町596番地2 971-1787 

19 環境開発 松山市木屋町2丁目2番地30 926-8152 

20 有限会社 南設備 松山市北井門町281番地3 956-1163 

21 株式会社 カトウ 松山市桑原3丁目15番11号 933-7900 

22 株式会社 キイチ 松山市来住町9番地1 976-0887 

23 愛生創工 松山市西一万町4番地11 934-0505 

24 ニ協設備株式会社 松山市西石井6丁目7番23号 956-2791 

25 竹村ポンプ水道 有限会社 松山市南久米町527番地1 975-4711 

26 株式会社 渡部土建 温泉郡重信町大字見奈良585番地1 964-2254 

27 株式会社 松田組 温泉郡重信町大字南野田225番地3 964-3741 

28 共和水道株式会社 松山市鷹子町787番地2 975-3878 

29 有限会社 環境管理研究所 松山市ニ町一丁目4番33号 976-0808 

30 株式会社 和田土木 川内町大字南方2600番地6 966-2612 

31 有限会社 村上設備 温泉郡重信町大字牛測605番地 964-8696 

32 浅野工管 松山市南梅本町甲1298番地の30 975-7041 

広報かわうち 。
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入
院
し
た
場
合
に
は
、

「か
か

っ
た
費
用
の
一
割
」
を
か
か
っ
た

医
療
機
関
ご
と
に
支
払
い
ま
す
。

た
だ
し
、

一
カ
月
の
負
担
に
は
、

上
限
(
限
度
額
)
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
入
院
時
の
食
事
代
に
つ

い
て
は
そ
の
一
部
(
標
準
負
担
額
)

を
負
担
し
ま
す
。

老

保

減
額
認
定
証
の

申
請
に
つ
い
て

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
方
、
あ
る
い
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申
請
に
よ
り
入
院
時
一
部
負
担

金
と
入
院
時
の
食
事
代
の
負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

六
月
十
一
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で
に
役
場
福
祉
課
で
「
一
部
負
担

金
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

-
入
院
し
た
と
き
に

支
払
う
費
用

入院したときの費用と
食事代の標準負担額 (平成13年1月1日から)

食事代の標準負担額

市立 1日に780円

入院時の負担額

かかった費用の

I割を負担

(1カ月に37，200円まで)

90日までの入院

1日に650円
かかった費用の

1割を負担

(1カ月に24，600円まで)

税課い↑↑
4
4
グ税

等
民

帯

住

世

1日に300円

かかった費用の

l割を負担

(1カ月に15，000円まで)

住民税非課税

世帯等で老齢

福祉年金を受

けている人

.
-
-
-
要
介
護
認
定
に
要
す
る
日

・・圃'圃・

日
-
-
-
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
り

い
ま
す
か
。

日
-
-
-
介
護
が
必
要
な
状
態
と
な

"
・

・

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

日
用
を
希
望
す
る
場
合
に
、
要
介
護

…
認
定
の
申
請
を
役
場
に
行
う
こ
と

い
と
な
り
ま
す
。
出
さ
れ
た
申
請
に

日
基
づ
き
、
町
に
お
い
て
訪
問
調
査
、

日
主
治
医
意
見
書
の
入
手
、
審
査
会

日
で
の
審
議
な
ど
を
経
て
、
申
請
者

"
に
対
し
て
結
果
通
知
を
郵
送
す
る

.
こ
と
と
な
り
ま
す
o

H

申
請
か
ら
結
果
通
知
ま
で
概
ね

“

一
カ
月
を
要
し
て
い
ま
す
。
し
か

い
し
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る
有
効
期

日
限
の
開
始
は
、
申
請
の
日
か
ら
と

日
な
り
ま
す
。

• 

介護保険

Q&A 
介
護
保
険

-
・
市
町
村
に
よ
り
保
険
料
が

・圃'圃・
・
・
・
遣
う
の
に
な
ぜ
他
の
市
町

村
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
も

い
い
の
で
す
か
。

-
E
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
1

・
・
・

ト
し
、
利
用
者
は
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
事
業
者
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
町
内
の
事
業
者
ば
か
り
で
な

く
、
町
外
の
事
業
者
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
方
も
出
て
き
て

お
り
ま
す
。

町
内
の
被
保
険
者
の
方
が
、
た

と
え
町
外
の
事
業
者
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
で
も
、
事

業
者
は
利
用
料
の
九
割
相
当
分
を

川
内
町
に
請
求
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
町
内
の
被

保
険
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
費
用
は
、

川
内
町
で
支

払
い
、
こ
の

費
用
が
保
険

料
の
基
と
な

っ
て
い
宇
品

す

広報かわうち。



福祉

年

金

保
険
料
の
免
除
制
度

長
い
人
生
の
聞
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
ど
う
し
て
も
保
険

料
を
納
め

5
れ
芯
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、

将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
芯
場
合
に
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
福
祉
課
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会脅て

る援センタ.、
えJ‘§

免
除
に
は
次
の
二
つ
が
あ
り
ま

す。回

法
定
免
除
(
側
関
全
)

-
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
方

・
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
被
用
者

年
金
の
障
害
年
金
(
一
級
、
二

級
)
の
受
給
権
者

回

申
請
免
除
(
脇
町
)

-
所
得
の
少
な
い
方
や
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
で
経
済
的
に
困
難
な
方

.
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
特
別

の
理
由
の
あ
る
方

喧
司
ヨ
・
免
除
が
承
認
さ
れ
ま
す

E
E
-
-と
、
そ
の
期
間
は
資
格

-子育て広場

第2回子育て広場は、次のとおりです。

お子さんと一緒に楽しく手遊びをしたり、

身体を動かして遊んだり、子育てのお話

を聞いたりしませんか。みなさんお気軽

にご参加ください。

日時 6月9日(土)

午前 9 時30分~ll時

(受付 9 時~9 時30分)

川内保育園

-育児講座

「子育てって楽しい」

~成長のポイントを知る~

久万保育園園長

白川京子先生

・親子で、身体を使って遊ぼう

所
目売唱

そSト

場

内

.あおぞう広場

園庭開放日・....・H ・毎週金曜日

学
生
納
付
特
例
制
度

期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、

免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
額
は

納
付
し
た
期
間
の
年
金
額
の
三
分

の
一
に
な
り
ま
す
。

司
書
置
・
保
険
料
の
免
除
を
受
け

E
E
z=同
書

E
E
-
-た
期
間
は
、
将
来
納
め

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
十
年
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除

さ
れ
た
当
時
の
年
金
額
に

一
定
の

加
算
が
つ
き
ま
す
。

追
納
す
る
と
、
年
金
額
は
通
常

に
納
付
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-育児相談

宮 966-2080 (9時 ~17時)

お気軽にご利用くださし、

fi966 -2288 

fi966 -2080 

[問い合わせ先]

川内保育園

子育て支援センター

広報かわうち

学
生
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
所

得
が
二
疋
額
以
下
の
と
き
、
申
請

し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
学
生
期
間

中
の
保
険
料
を
後
払
い
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
(
学
生
納
付
特
例

制
度
)
0

な
お
、
学
生
納
付
特
例
期
間
は

年
金
の
受
給
資
格
期
間
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

の
額
の
計
算
に
は
反
映
し
な
い
の

で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
将

来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

十
年
以
内
に
、

必
ず
納
め
ま
し
ょ

、つノ
O

。



町
政

、執ew.s
0-
q 
句

く
ら
し

く
ら
し
の
通
信
講
座

ど
な
た
で
も
、
消
費
生
活
に
つ

い
て
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ

の
通
信
講
座
で
、
く
ら
し
に
役
立

つ
知
識
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ

、ν
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

口
募
集
定
員

点
人
(
川
内
町
八
刀
)

口
対
象
者

県
内
に
居
住
し
、
消
費
生
活
問

題
に
関
心
を
も
ち
、
学
習
意
欲

の
あ
る
方

口
受
講
料

無

料

口
学
習
期
間

平
成
日
年
7
月
か
ら

平
成
日
年
ロ
月
ま
で

口
学
習
方
法

テ
キ
ス
ト
に
よ
る
自
宅
学
習

口
受
講
申
込
方
法

受
講
希
望
者
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
川
内
町
役

場
総
務
課

「く
ら
し
の
通
信
講

座
」
担
当
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

口
申
込
期
限

6
月
4
日
ま
で

産

業

「
特
定
計
量
器
(
は
か
り
)
」

の
定
期
検
査

「
は
か
り
」
を
取
引
又
は
証
明

に
使
用
さ
れ
る
方
は
、
計
量
法
に

よ
り
定
期
検
査

(
2
年
に

1
度
)

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
合
格
シ
l
ル
の
な
い
「
は
か
り
」

は
取
引
又
は
証
明
に
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
)
「
特
定
計
量
器
(
は
か
り
)
」
の

定
期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
査
の
際
に
は
、
手
数

料
が
必
要
で
す
。

口
日
時
・
場
所

6
月
お
日

ω
日
時
1
日
時

川
内
町
役
場
に
て

•••••••••••••••••••••• 

水

道

給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
追
加
指
定
に
つ
い
て

平
成
日
年
3
月
・

4
月
に
給
水

装
置
工
事
事
業
者
と
し
て
追
加
指

定
し
た
業
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す。口
偏
門
屋
設
備

松
山
市
居
相
町
1
9
1
番
地
7

(
E
9
5
6
・
3
7
1
3
)

口
竹
村
ポ
ン
プ
水
道
幅

松
山
市
南
久
米
町
5
2
7
番
地

1
(
E
9
7
5
・
4
7
1
1
)

口
共
和
水
道
側

松
山
市
鷹
子
町

7
8
7
番
地

.問い合わせ先

くちし....・H ・-総務課(合966-2222)

産業-……・・産業課 (n966-2227)

水道…・…・・水道課(怨966-2238)

教育....・H ・-教育委員会(合966-4721)

広報がわうち

新
刊
案
内

天
国
へ
の
階
段

(
上
・
下
)

白
川

道

著

罪を犯して手に入れた金から財を成
した相木が描く復讐のシナリオ。

ぬ



町政ニュース

(
E
9
7
5
・
3
8
7
8
)

口
浅
野
工
管

松
山
市
南
梅
本
町
甲
1
2
9
8

番
地
の
却
(
宮

9
7
5
・
7
0

2 4
1
)
 

口
マ
ル
イ
チ
電
水
工
業

松
山
市
北
梅
本
町
1
8
9
1
番

地

(
E
9
7
5
・
1
6
0
4
)

教

ZIO 
閏

巡
回
就
学
相
談

障
害
の
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
育

て
る
保
護
者
の
方
々
は
、
養
育
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
持

た
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

町長の動静

県
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

さ
ん
の
発
育
や
発
達
に
不
安
や
悩

み
を
持
た
れ
て
い
る
保
護
者
の

方
々
を
対
象
と
し
て
、
子
ど
も
さ

ん
の
養
育
や
就
学
に
つ
い
て
、
専

門
の
先
生
方
に
よ
る
相
談
会
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

期日 会場 相談の部門

-手足について
6/25 -目について
(月) 愛媛県総合 -知的な発達について
社会福祉会館 -ことばについて

-情緒について

-耳について
6/26 (松山市持田町 -病気ゃからだについて
伏) 3丁目8番15号) -知的な発達について

-ことばについて

」
-情緒について

川内町教育委員会学事課

川内中学校

パソコン講座
.日時
第 1~3 日曜日

・場所
川内中学校特別教棟3F
圃費用

テキスト代(1000円X2回)

主な内容

Windowsの基本操作、日本語の入力の方法
かんたんな文章を作成しよう

インターネットについて、検索の方法、お気
に入りへの登録、いろいろなホームページ

メールの作り方、送信・受信、
ファイルを付けて送信、アドレス帳の利用
文字の入力、数字やアルファベットの入力
文章の挿入や削除、文字サイズの変更など

図やカットの入った、見やすい説明書を作
ってみましょう

オリジナルの暑中見舞い(裏面)を作成し、
印刷してみましょう

※ 6/1ぽ土)は 13時~ 15日寺4C分です。 8 月以降については、後日連絡します。

午前 9 時~ll時40分

講座名

パソコン広操作に慣れ
よう

インターネットを使っ
てみよう

電子メールを使って
みよう
ワープロソフト
(word)の利用

図やカットの入った
文章づくり

暑中見舞いっくり

》〆L/

※申し込みはとっていませんの
で、当日、直接お越しください0

.講座内容

回|日曜

1 16/3 日

-申し込み先

保健衛生実践会役員研修会

地域活性化対策特別委員会

東温消防等事務組合議会

産業建設常任委員協議会

保健福祉常任委員協議会

総務文教常任委員協議会

老人クラブ総会

自衛隊父兄会総会

前松瀬川地区敬老会

元久万町長合同葬

奥松瀬川地区敬老会

文化協会総会

国土調査中南予ブロック協議会

役員総会

行政区長会

納税組合長会

食生活改善推進協議会総会

4月定例温泉郡阿ー村会

川内町身体障害者協助会総会

福祉館運営審議会

川内町PTA連合会総会

ふるさと交流館l∞万人イベント

則之内地区敬老会

滑川地区敬老会

北方西地区敬老会

第8回川内町親善ゴルフ大会
土谷地区敬老会

4/13 

4/17 

4/18 

4/19 

4/20 

n

n

担

ク

/

/

。

/

/

。

/

/

ム

ゲ

バ斗
A

A

q

A

q

民

U

p

b

ヴ

t

?

-

q

L

つ山

/
/

ムゲ

/
/

ク

/

/

ムゲ

A

q

A

4

4

A

凡
な

4/28 

4/29 

5/3 

5/5 

議会のうごき

日

土
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議

議

地域活性化対策特別委員会特別委員

東温消防等事務組合議会 組合議員

産業建設常任委員協議会 議長・常任委員

保健福祉常任委員協議会 議長・常任委員

総務文教常任委員協議会 議長常任委員

四国土砂防災ネットワーク議員

連盟設立総会

川内町身体障害者協助会総会

第8回川内町親善ゴルフ大会
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4/19 

4/20 

4/27 

日7/15 6 
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富ヂジ
田イミ

香 F子
里μ
ス
訳
著

タト見、しぐさ、話し方などて‘、自分
を相手に上手く伝え、良い印象を残す
方法をアドバイス。

桜
の
花
が
咲
く
ま
で
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j帝

真
理
子

、
間 三時間比一過

ぎ
て
行
く
歌

斎
藤

わ
た
し
は
な
ぜ
誤
解

ば
か
り
さ
れ
る
の
か 関 著

「桜の花が咲くまでは生きてほしい。そして
本人も生きたいと闘い続けた日々でした 」
妻か明かす、夫三浦洋の闘病のすべて。

史

明治に生を享け、 21世紀の今なお詠
み続ける歌人 斎藤史が新聞連載した
幻の長編小説。

著

。広報かわうち
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東

渡

部

前
松
瀬
川

田
野
岡

横

灘

団

地

熊

雄

タ，

副
会
長

監

事

理

事タ'タ'ペジタ，タ'クイン。クイ〉インタ，ククク

O
婦
人
会
本
部

会

長

副
会
長

ィシ

書会

記 計
。

!:!e: 
illエ

事

雄

野桑 小大 渋渡乃 小 近戒黒 高高名
須
石 賀越 本

山宇加仙
和
川藤波

渡大 山回

安西 谷部 万野 藤ー能川

ミ和多七ミ秀 保ア
ヤ 喜 ヤ ツ
尚 子子江重 子 清 一 子

キ
ミ
エ

まヤ
さス
み子里要

千

中原

由 サ昭祝
貴チ
子子子 子

中部西本

ア
ツ
子

千

里
テ
ル
ミ

ジ
ツ
子

洋

子

恵

子
ヤ
ス
子

千
恵
子

倉本原H泰田

貴
美
恵

テ
ル
ミ

康

代
広

美

広報かわうち

会



北
方
東

桐

町

東

橘

町

西

高

須

賀

南
方
西

渡

部

O
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会

長

高

須

賀

清

副

会

長

菅

野

勝菅

野

博

首

藤

鬼

代

志

友

近

サ

ツ
キ

黒

川

亀

房

長
曽
我
部

昭
一

本

兼

義

近

タ'インク

監会

事計
ペシ

山

婦
人
部
長

婦
人
部
副
部
長

'l 

山

久j羊浅秀サ
ツ
キ

ヒ
サ
子

テ
ル
子

野本川藤川伯原波野伯藤

兼亀孝

美子順恵

O
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会

長

菅

野

副

会

長

西

理

事

渋黒内口

。イシィシ

山

タ，イン

監

事
イジタ，

回

タ，インイシ

伊杉山

居合
.lIIL 

事
ク

明

O
P
T
A会
長

川
内
中
学
校

川
上
小
学
校

東
谷
小
学
校

西
谷
小
学

校

山

川

上

幼

稚

園

伊

藤

東

谷

幼

稚

園

近

藤

西

谷

幼

稚

園

青

野

O
川
内
保
育
園
保
護
者
会
長

渡

部

啓

国 一
井
中能色

田

博義房

弘兼正亀サ
ツ
キ

中

佐八
タ重
美子清則鈴 史 定 一

内嶋色

良美芳範孝

原月泰内

美佐
江夕
子美清 史 定鈴

芳範美さ
お
り

O
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
補
導
委
員

河

之

内

佐

々
木

義

贋

則
之
内

東

大

石

重

臣

則
之
内
西

山

内

清

井

内

戒

能

哲

也

滑

川

曽

我

部

茂

土

谷

佐

伯

豊

奥
松
瀬

川

近

藤

耕

一

前
松
瀬
川

山

本

久

横

灘

団

地

柿

原

秀

文

北
方
東

野

口

信

代

志

北
方
西

野

中

孝

徳

町

東

名

本

繁

樹

町

西

古

岡

市

伸

夫

南

方

東

渡

部

隆

雄

南

方

西

菅

野

丈

高
校
生
保
護
者
の
会
菅

野

川
中
P
T
A

渡

部

生
徒

指

導

大

野橋

本

山

内
田
井
野

所
長
推
薦

内

田

今

井

白

戸

O
土
地
改
良
区
理
事
長

北

方

渡

部

南

方

松
瀬
川

奥
松
瀬
川

吉

久

義臣房 要 敏博

田相佐高
須

原伯賀 中

正祐直治耕謙和勝和一 勝恵光健

雅弥郎軒介

保

和

黒

河

揚

畑

回

佐

伯

O
告
種
官
公
署

・
団
体
の
長

川
内
交
番

大

場

川
内
郵
便
局

西

山

末

松
山
市
農
業
協
同
組
合

川
上
支
所

中

矢

政

え
ひ
め
中
央
農
業
協
同
組
合

三
内
基
幹
支
所
浅

野

盛

之

松
山
流
域
森
林
組
合
川
内
支
所

大

石

康

博

川
内
町
商
工
会

L

小
4
b
ぺ白

川
内
町
遺
族
会

中

母
子
福
祉
会

小

野

川
内
町
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
会

伊

藤

佐

夕

美

川
内
町
母
親
ク
ラ
ブ
連
合
会

加

藤

子正志エ貝宙心
ふ
叶
J

日
郎美

身 川
体内
障町
害傷
者撲
協軍
田助戒人和
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友成

川

武

智

マ
老
人
ク
ラ
ブ
地
区
会
長

河

之

内

近

藤

書

一

則

之

内

東

長

曽

我
部

昭

一

則
之
内
西

高

須

賀

定

信

井

内

菅

野

勝

滑

川

首

鬼

代
志

土

谷

佐

信

市

奥

松

瀬

川

大

菊

雄

前
松
瀬
川

仙

平

八
郎

横

灘

団

地

篠

澄

子

北

方

東

佐

尚

北

方

西

堀

護

町

東

加

町

西

黒

南

方

東

山

南

方

西

菅

山谷一戸本
ー

友

近

渡

部

ヤ

エ

子

高

須

賀

秀

清

長

曽

我

部

昭

一

相

談

役

名

越

保

一

O
P
T
A連
合
会

会

長

梅

崎

副

会

長

田

井
能

川
内
町

V
Y
S
乃

自
衛
隊
父
兄
会
大

O
体
育
協
会

会

長

副
会
長

花佐

英

田

正

敦

、
ャ
子

サ
チ
子

万石

ヰ斤
ιュ

山伯

修研

尚勝春 旭広人計猛尚雄

。
理
事
長

副
理
事
長

タ，

E里

事
ク。ククク クタ，イシ。

学
識
経
験
者

監

事
イン

O
文
化
協
会

名
誉
会
長

会

長

副
会
長

ペシ

理
事
長

理

事タ，イシイシクインイン

監

事
// 

渡 吉神篠

原野本部塚

上

木

吉

本

黒

川

高
須
賀

名

越
黒

川

萩

原
田
井
能

佐

伯

寺
じ
じ
山領 中戒池亀黒 j度加高 j酉大

須
田 川部藤賀 井 西

田田矢三
津
山 田田家鶴部 井 能川田

龍盛保恒 博 久伸浩 好 j青園成慶政

勉孝

サ
チ
子

良

温

盛

昭
ミ
チ
ル

昭

栄

多
喜
江子明子生

直日
日保慶愛広

弘美豊純

広報かわうち

宣 幸 雄也 二寛昭一一 澄勲男

命

美
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4月22日、恒例の商工まつりが中

央公民館前広場で開催されました。

川内町の特産品などの販売、もち

まき、レクゲームなどもあり、大勢

の人出となった商工まつ り。今年は、

大道芸のアトラクションもあり、そ

のおどけた動きと語り口で、訪れた人を楽

しませていました。

商
工
ま
つ
り

ふるさと交流館

入館者100万人ー
イベン卜

ふるさと交流館入館者が

100万人を超えたことを祝う

記念イベントが4月28日、開

催されました。

イベントでは、午前、午後

2回のもちまき、和太鼓集団

「夢童」の太鼓演奏が玄関前で行われたほか、ふるさと交

流館前では、

バザーやフ

リーマーケ

ツトの模擬

庖が軒を並

べ入館者ら

でにぎわい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
• • •••• 

ボタンまつり
4月29日、井内でぼたんまつりが開催

されました。

当日はあいにくの雨にもかかわらず大

勢の人がぼたん園を訪れました。棚田跡

のぼたん園には約1000本のボタンが植え

られており、雨に濡れたボタンの大輪を

パックに写真を撮る人など、その存在感

のある花を楽しんでいました。

広報かわうち

.••••••.••••••••••••••• 

ました。

5月5日、手庁産量まぶしいi骨111

で、ためともまつりが開催され

ました。

今年は有志が炭窯を作り、炭

を生産。恒例行事のもちまき、

弓の試射、つり堀などのほか、

この炭を使つてのバーベキュー

や、炭に関するクイズ、炭の販

売も行われ、炭にこだわったた

めともまつりとなりました。

/ 
/ 

ぬ

た
め
と
も
ま
つ
り



交通安全

祈願祭

交通安全祈願祭が4月26

日行われました。

仏教会、川内交番署員、

交通安全指導員、交通安全

協会員ら10人が参加し、昨年発生した町内の交通

死亡事故現場を回り、亡くなられた方のご冥福と

交通安全を祈願しました。

. . . . . . . . . . . . . . . . . 

5月5日、川内町体育協会主催の親善ゴル

フ大会が松山ゴルフ倶楽部で行われました。

大会結果は、次のとおりです。

参加者

245人

優勝

真鍋 雄二

準優勝

武田

第3位
加藤好彰

ゴールデンウィーク小学生バレーボールフェス

テイパル(参加 39チーム)が開催されました。

大会では、 JI[上スポーツ少年団バレーボール

部が順当に勝ち進み、決勝で、豊田バレーボール

スポーツ少年団(香川)と対戦。

接戦の末、惜しくも破れましたが、準優勝に輝きました。

川
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
準
優
勝

第8回川内町親善
ゴルフ大会

ボ 愛鳥週間用ポスター原画コンクールで入賞!
フ 1小中高校33校か
ン ら310点の応募のあっ

ア
た愛鳥週間用ポスタ

一原画コンクールで
イ 川内町から 7人の児

ア 童の作品が入賞しま

グ した。
[銀賞] [銀賞] [金賞] 入賞者は、次のとル 西谷小6年 西谷小6年 西谷小6年 おりです。(敬称略)5月12日、 17のボランテ I . 青木裕幸 高須賀愛 曽我部拓也

イアグループ (56人)が参

加して、重信川河川敷の清 プ

掃活動が行われました。 力
約1時間の清掃活動で80河 :
袋のごみが集まりましたが、 J 11 
ごみの中には、バッテリー 敷

やガスボ、ンベ、炊飯器、ふ ご主
{佳作] [佳作] [銅賞] [銅賞]

とんなど、ありとあらゆる Jf+胃市ヨ
東谷小6年 西谷小6年 東谷小6年 西谷小6年

ものが捨てられていました。 谷岡絵美 田井真由美 河野明子 鶴本佐登子

広報かわうち

合



「みん芯のひろば」に耳寄りな

情報をお寄せください。

(役場総務課広報係

まま966-2222まで)

dd;恥

ランナー
募集f

6月24日(日)
10時~15日寺

惣河内神社(河之内)

あじさいの杜まつり

実行委員会

-日時

-場所

・主催

-もよおし

・流しそうめん屋

11時~14時

・杜の市(農産物 ・特産品販売、

駄菓子屋、屋台、花井販売)

lO時 ~15時

・もちまき(くじ付き)13時
・-畳庵展 (6/22 ~24) 

松根東洋城
俳人
佐伯巨星塔

・俳句会

・お神楽(牛削昭和倶楽部)

13時30分~
・あじさいの杜コンサート

11時~

町内の走ることが大好きなあなた、

私たちと一緒に活動しませんか?

・クラブ名 IJII内さくらランナーズJ
E活動内容 マラソン大会や駅伝大会

に参加

・対象健康な方ならどなたでも可

・会費年間700円ほか
圃申込・問い合わせ先

川内町体育協会陸上部

代表萩原寛

fi966-3833まで

展

え
芸

川
内
吟
社
五
月
例
会
報

熊
田

山
彦
に
逢
ひ
た
く
て
行
く
若
葉
径

よ
く
笑
ふ
女
が
居
り
ぬ
袋
掛

袋
掛
け
て
枝
碧
天
ヘ
放
ち
け
り

ふ
り
そ
注
ぐ
日
光
げ
も
包
み
袋
掛

渓
風
に
若
葉
の
騒
ぎ
止
ま
ざ
り
き

号
令
の
響
く
グ
ラ
ン
ド
楠
若
葉

嬰
児
の
指
伸
ば
し
き
る
若
葉
風

頭
上
よ
り
演
歌
流
る
決
袋
掛

黒
森
を
越
へ
て
新
緑
棚
田
径

日
暮
れ
ま
で
指
先
痛
め
袋
掛

三
世
代
レ
ン
ゲ
が
結
ぶ
首
飾
り

心
地
良
き
目
覚
め
や
青
葉
の
窓
聞
く

三
つ
四
つ
若
木
に
袋
掛
に
け
り

慶

一

報

大

下

典

子

菅

野

斗

清

池

川

水

穂

近

藤

千

春

高

瀬

照

幸

小

倉

静

波

矢

野

主

税

熊
田
慶
一

渡

部

英

隆

和
田
幸
子

矢

野

久

枝

楠

治

子

池

川

蜘

谷

田I直えの頃となり、ご多忙のことと
存じます。日赤募金ではお世話になり

ました。また、桜学級の申し込みはお

済ですか。

O花いっぱいフォーラム
6月24日(日)産業道路へ集合

9時~ 除草 ・植えつけ作業

11時~ 作業をやめて中央公民館へ移動

12時~ 昼食(用意しております)

13時~ ボカシづくり

(ナイロン袋をお持ちください)

お世話になりますが、本年度も川内

町を花いっぱいにしようと思います。

どなたでもご参加ください。

花苗を持ち帰っていただくよう準備し

ております。

06月m力シづくり
6月24日(日)14時~中央公民館

ゴミ減量と健康野菜づくりです。

お誘い合わせで多数ご参加ください。

※誠に申し訳ありませんが、花いっぱ

いフォーラムのため、 6月の塩ケ森ウオ

ークはお休みします。

婦人会から

広報かわうち

命



た
い
し
ん

土

居

大

真
<
ん

• 

懸

樋

(
か
け
ひ
)

一
昔
前
の
山
間
部
で
は
、
竹
な
ど
の
節
を
抜
い

て
山
か
ら
の
湧
水
な
ど
を
導
き
、
生
活
水
に
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
水
を
導
く
樋
(
と
い
)
の

こ
と
を
懸
樋
(
か
け
ひ
)
と
い
い
、
以
前
は
日
常

の
風
景
の
中
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
で
は
水
道
の
普
及
で
懸
樋
も
減
り
ま
し
た

が
、
そ
の
形
状
が
竹
か
ら
黒
パ
イ
プ
に
変
わ
り
、

今
で
も
時
折
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

写
真
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
滑
川
で
撮
影
し
た

も
の
で
す
が
、
道
路
に
沿
っ
て
懸
樋
が
伸
び
て
い

ま
す
。

(6月23日生)

(
写
真
・
川
上
小
学
校

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご

一
報
を

f

"， 

拓ちゃんのおせんぺい .
いつも取ったらだめよ。

「男も愛敬川
いつも二コ二コ&元気な
わんぱく坊主に育ってネ!(パパ、ママよリ)

1 村

上

も

え

ちゃん

(6月23日生)

蔵

川
柳
も
づ
く
吟
社
五
月
例
会
報

高

瀬

喜

撰

亭

選

優

勝

旗

揮

だ

け

の

晴

れ

姿

野

中

友

親

噂

立

つ

内

が

花

よ

と

他

人

事

高

岡

紫

温

御
機
嫌
は
晴
れ
か
曇
り
か
ね
だ
り
も
の
山
本
ひ
ろ
志

気
象
台
晴
れ
と
出
し
た
い
ボ
ー
ナ
ス
日
大
島
実

浮

か

び

出

る

緑

の

中

に

旅

遍

路

大

西

辰

夫

連
休
へ
出
し
惜
し
み
す
る
晴
れ
マ

l
ク

山

本

紫

芳

気
ま
ず
さ
が
晴
れ
て
親
身
に
嫁
姑
篠
森
美
登
里

噂
よ
り
ず
っ
と
良
か
っ
た
パ
ス
ツ
ア

l
岡

本

武

士

噂
蒔
く
人
に
つ
か
ま
る
聞
の
悪
さ
平
岡
深
舟

声

少

し

落

と

し

隣

の

噂

す

る

高

瀬

喜

撰

亭

七
月
七
日
午
後
七
時
半

中
央
公
民
館

立

派

雨

袋

... ，....... .. ... ........ ...... ......... . .... . 
I /'* 

'"札A

l:::!:o I 
I [二1I 

(6月23日生)

来月号は7月生まれの満l歳児を
募集します。 6月5日までに役場

総務課広報係へ写真とコメントを

お寄せください。

もえちゃんの髪ひっぱらないでね。

た

く

や

村

上

拓

矢

くん

命
広報かわうち



インフォメーション

/~ヘ

募

集

「
男
女
共
同
参
画
地
域

学
習
会
」
講
師
派
遣

え
ひ
め
女
性
財
団
で
は
、
各
種

団
体
、
企
業
等
が
地
域
で
実
施
す

る
会
議
、
集
会
等
に
、
男
女
共
同

参
画
に
造
詣
の
深
い
講
師
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

各
種
大
会
、
会
議
、
職
場
研
修

等
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
募
集
数

日
団
体
(
応
募
多
数
の
場
合
は

受
付
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
)

口
経
費
負
担

派
遣
講
師
の
謝
金
及
び
旅
費
に

つ
い
て
は
、
財
団
が
負
担

口
募
集
期
限

平
成
日
年
2
月
却
日
制

口
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

制
え
ひ
め
女
性
財
団
(
〒

7
9

1
・
8
0
1
4
松
山
市
山
越
町

E
9
2
7
・
5

4
5
0番
地

1
1
1
)
 

fヘ¥

談

外
国
人
労
働
者
労
働
条
件

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
英
語
)

口
コ
ー
ナ
ー
開
催
日

毎
週
火
・
木
曜
日

午
前
9
時
1
午
後
4
時

口

場

所

愛
媛
労
働
局
(
松
山
市
若
草
町

4
の
3
E
9
3
5
・
5
2
0

0
)
 

女
性
の
健
康
相
談

口
相
談
日

第
1
・
3
土
曜
日

日
時
1
日
時
(
不
妊
専
門
相
談
)

日
時
l
M
時
(
女
性
の
健
康
相

談
)

※
予
約
制
で
す
の
で
事
前
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
予
約
電
話
は
、

9
9
8
・
7
1
1
7
(
予
約
電

話
受
付
時
間
は
火
曜
日
か
ら
土

曜
日
の
日
時
l
M
時
で
、
相
談

日
が
祝
日
の
場
合
は
休
み
ま
す
)

口
電
話
相
談
日

毎
週
水
曜
日

9
時

1
M
時

(
保
健
婦
、
助
産
婦
が
担
当
)

E
9
9
8
・
7
1
1
7

口
相
談
場
所

愛
媛
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

(
松
山
市
末
広
町
l
の
1
)

世ピ
二カ
長イ
j健主
き康明z翌り
象朕

に
、
ピ
カ
ピ
カ
の
よ
い
歯
を
め
ざ

し
て
、
歯
の
健
康
相
談
を
保
健
所

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

口

内

容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

む
し
歯
予
防
フ
ッ
ソ
塗
布
、
健

康
相
談
、
栄
養
相
談

口
実
施
日

原
則
と
し
て
毎
月
第
3
水
曜
日

ロ
時
1

(
予
約
制
)

口
実
施
場
所

愛
媛
県
松
山
中
央
保
健
所

口
申
込
先

愛
媛
県
松
山
中
央
保
健
所
健
康

増
進
課
母
子
老
成
人
保
健
係

(
E
9
4
1
・
1
1
1
1

内

線

2
6
2
)

口
ス
タ
ッ
フ

歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
保

健
婦
、
栄
養
士

人
権
相
談
所

土
寸

6
月
6
日
制

午
後
l
時
か
ら
4
時
ま
で

口
場

所
川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

口
日

と
の
紛
争
、
借
地
・
借
家
、
児

童

・
生
徒
の
い
じ
め
・
体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

広報かわうち

い
じ
め
・
な
や
み

等
の
教
育
相
談

口

日

時

毎
週
月

・
火

・
水
・
金
曜
日

午
前
8
時
加
分
1
午
後
5
時

口

場

所

中
央
公
民
館

2
階教
育
相
談
室

ぬ

口

内

容

い
じ
め
・
不
登
校
・
学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者
・
関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
無
料

・
秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

E
9
6
6
・
6
1
5
0



インフォメーション

-
渡
部
洋
美
(
八
幡
)

E
9
6
6
・
3
4
8
1

・
片
山
輝
一
(
横
灘
団
地
l
区
)

E
9
6
6
・

6
8
7
2

(

日

週

間

旬

戸

人
権
擁
護
委
員
の
日

6
月
1
日

は
、
「
人
権

擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。

人
権
擁
護

委
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
い
て
地
域

住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
常
に
注
意
を
払
い
、
も
し
、
人

権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

相
談
を
受
け
る
と
と
も
に
、
被
害

救
済
の
た
め
速
や
か
に
適
切
な
処

置
を
採
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講

演
会
や
座
談
会
な
ど
を
通
じ
て
、

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
に

も
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
川
内
町
の
人
権
擁
護
委

員
は
、
次
の
方
々
で
す
0

・
野
首
恒
明
(
市
場
)

E
9
6
6
・

2
5
3
3

水
道
週
間

6
月
1
日
か
ら

6
月
7
日
ま
で

は
、
水
道
週
間
で
す
。

水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で
文

化
的
な
生
活
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
杜

会
経
済
活
動
を
支
え
る
大
切
な
施

設
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
水
道
は
、
安
全
で

き
れ
い
な
水
を
安
定
的
に
供
給
で

き
る
水
道
施
設
の
整
備
を
進
め
、

渇
水
や
増
加
す
る
水
需
要
に
備
、
え

る
た
め
、
水
源
開
発
や
確
保
等
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
水

道
に
つ
い
て
更
に
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
水
道
事

業
の
充
実
の
た
め
水
道
週
間
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
水
道
の
大
切
さ
を

考
え
て
い
た
だ
き
、
水
道
事
業
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

電
波
利
用
保
護
旬
間

6
月
1
日
か
ら
6
月
初
日
ま
で

の
刊
日
間
は
、
電
波
利
用
保
護
句

問
。
ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
が

I

T
杜
会
を
支
え
ま
す
。

ペ
ー
も
よ
お
し

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属

病
院
新
病
棟
竣
工
記
念

講
演
会
と
病
棟
見
学
会

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

は
、
新
病
棟

(
2
号
館
)
完
成
を

記
念
し
、

6
月
口
日
制
に
講
演
会

及
び
新
病
棟
の
見
学
会
を
実
施
し

ま
す
。
h
骨
骨
門
川
一
)

口

日

時

6
月
口
日
同

午
前
日
時
却
分
1
1
時
却
分

口

場

所

医
学
部
臨
床
第
1
講
義
室

口

演

題

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
l

口

講

師

東
京
大
学
農
学
部
長

林

良

博

教
授

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

医
学
部
総
務
課
庶
務
係

宮

9
6
0
・

5
1
2
2

※
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
!
と
は
?

人
と
動
物
と
の
か
か
わ
り
の

中
で
、
動
物
た
ち
の
生
活
の
質

を
損
な
う
こ
と
な
く
、
人
間
の

質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
活
動

骨
骨
院
門
一一

口

日

時

6
月
口
日
制

午
後
0
時
1
午
後
1
時

口
場

所

¥ーノ/

ごみの収集日
清掃センター電話966-4989

1.もえるごみ

収集曜日 収 集地 域 収集変更日又は収集休止日

月ー木
東谷・西谷・土谷・滑川

奥松瀬川 ・天神
士弁写→ 

北方東 ・北方西
火-金

南方東・南方西
変更なし

i庖

水・土
町西・町東(天神を除く)

山田・横灘団地・前松瀬川

医
学
部
附
属
病
院
新
病
棟

(
2

号
館
)

広報かわうち

会場案内図

ぬ

2.もえないごみ・有資源回収
ベソトボトルーガラス ・2E

有資源回収
ヲEき在?類

収集地域 トレイ類 ピ蛍ン'it類f及び 乾電池魚、もやさないもの J類

東谷・西谷 .jニ谷・ i骨川
6/4(月) 6/11(月) 6/18(月) 6/25(月)

奥松瀬川・天神

北方東・北方西・南方東
6/5(刈 6/12(火) 6パ9(;1<) 6/26(刈

南方西

町西・町東(天神を除く)
6/6(7.1<) 6/13(7.1<) 6/20(7.1<) 6/27(ボ

山田-横灘団地・前松瀬川



6月健康情報
-健康センター 合 966-2191

0乳幼児相談
日時 毎週水曜日午前9時~12時

場所 健康センター 1階

内容 身体計測、育児相談

持参品 母子健康手帳

I1園調E悶
0健康相談 ・栄養相談
血圧測定、尿検査を行っています。健康に関すること

はお気軽にご相談下さい。

日時 毎週水曜日 午前9時~12時
場所 健康センター 1階運動指導室

0ところの健康相談
精神的に不安定だ、ったり、お年寄の痴呆等の相談をお

受けしています。

日時 6月8日(金)

午後l時30分~3時30分

場所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡下さい。

I1庫副理
0いきいき健康講座(夜間)
テーマ 「夏の皮膚の病気について」

講師 八木耳鼻咽喉科皮膚科医院八木

日時 6 月 20日制午後 7 時30分~9 時

場所 健康センタ- 2階

文子先生

|国師臨書

日 時 対象児と注意事項

日
6月4日(月)

6 カ月 ~7歳6カ月の者。

脳本炎
*標準的には、 3歳で2回、 4歳で1回の

6月27日(7j¥)
計3回受ける必要があります。

3 カ月 ~7歳6カ月の者。

種 6月11日伺)
*百日ぜきにかかったことにある方は、

混 二種混合(ジフテリア・破傷風)を受付
JE〉2 

で申し出て下さい。

ツ 6月20日制
3 カ月 ~4歳未満の者。

反 *2日後、ツベルクリン反応判定をします。

B 3 カ月 ~4歳未満の者。

C 6月22日幽 *ツベルクリン反応判定を行い、陰
G 性の者のみBCG接種をします。

時間

場所

持参品

午後 2 時~3 時

健康センター 2階
母子健康手帳 ・予防接種子帳・体温計

四四繍

命

日時 6月21日(柑

場

料

O胃・前立腺 …受付午前7時3C 分 ~9時
O大腸・子宮・乳・甲状腺…受付午前7時30分~1O時
所 健康セシタ一、

金

胃がん 900円 子宮がん 700円

大腸がん 600円 乳がん 400円

前立腺がん 500円 甲状腺がん 400円

*誕生日がん検診のご案内の方は、検診料金は無料です。

|E措置出聞闘i畑

毎週月曜日

健康センター

午前8時30分~9時日時

場所

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札・狂犬病予防注

射済票

大不幸な犬をつくらないためにも、繁殖を希望しない

場合は、不妊・去勢手術に努めましょう。

|置錦町世間団 (診療時間:午前9時~午後5時

日 当番医 f圭所 電話

31-J (日fl!ilfJ) 藤本内科クリニック 重信町横河原 960戸5500

I一C日日(日曜日) 岸本医院 川内町北方 966-5670 

(日曜日) 池川内科 ・神経内科 重信町志津川 964-7787 

24日(日隠日) 中川病院 松山市南梅本町 976-7811 

青少年の薬物乱用が後を絶ちません。若いうちからの薬物乱
用は、成長過程の心や体をダメにするだけでなく、その後の人
生をも決定的に左右するほど深刻な問題です。そうならないた
めにも、大人と子どもが一緒になって、みんなで薬物乱用を決
して許さない社会をつくっていくことが必要です。

みんなでつくる薬物乱用のない社会

「ダメ。 ゼ‘ッタイ。」普及運動
6月20日~7月 19日

広報かわうち



町の動き
( 5月1日現在)

健康センターから
(+28人)

(+ 7人)

(+21人)

(+27戸)

11，308人

5，339人

5，969人

3，929P 

口

数男

女

帯

人

世

戸籍の窓
( 4月受付分・敬称略)

大お誕生おめでとうございます

IE闘醐倍調
0育児相談
日時 6月26日ω
受付 午前9時~ 1O時

場所 健康センタ ー l階

対象児 平成12年4・5月、平成12年11・12月生まれの乳幼児

(生後6・7カ月児、 l歳1.2カ月児)

身体計測、発達チェック、保健指導、栄養指導

母子健康手帳、アンケート(事前に送付します)

住所 保護者 名前 生年月日

板戸 石川広行 萌々香 4.1 

茶堂 一橋 刃，t;.、 佳帆 4.5 

惣田谷下 鵜飼健一郎 愛那 4.5 

道向 渡部俊之 明日香 4.6 

板戸 渡辺浩貴 品刻 4.11 

横灘団地3 甲斐 博
そ聡Jい一h郎，.， 

4.19 

C 
内容

持参品

0育児学級
日時 6月26日ω
受付 午後1時~2時

場所 健康センター l階

対象児 平成12年7・8月、平成13年2・3月生まれの乳児

(生後3・4カ月児、 10・11カ月児)

身体計測、発達チェック、小児科診察、保健指導、栄養指導

母子健康手帳、アンケート(事前に送付します)

0子育て教室
日 時 6月 25 日明)午前9時30分~ 12時

場所 健康センター 2階

対象児 平成11年1月 ~3月生まれの幼児とその保護者

(2歳3 カ月 ~5カ月児)

1 ) 講話「それでいいよだいじようぶ~子育てを応援します~J

講師愛媛大学助教授吉松靖文先生

2)集団遊び

3)手づくりおやつ試食会

4)個別育児相談

母子健康手帳、アンケート

内容

持参品

*ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

茶盆 土岐惑美子 55 4.2 土岐恵美子

鳥の子 田井清人郎 81 4.8 白井清八郎

井内中 東 重利 69 4.10 東 重干IJ

市場 ヌ回金t 修徳 24 4.10 菅 明美

ガリラヤ荘 八木芳子 87 4.11 八木芳子

旦之上 大西かよ子 50 4.14 大西 潔

保免 高橋英文 43 4.16 高橋 英文

横灘団地l 越智数儀 65 4.21 越智数儀

則之内 田原i青十郎 79 4.24 田原清十郎

市場 寺田 手E 87 4.29 寺田善治

- 3 

+24 

(松山南警察署管内)

・ 「横断歩道、安全 ・安心作戦」実施中

・思いやる心が‘見える横断歩道

円チ引

をチ内

平成13年5月10日現在

本年

527 

4 

交通事故の発生状況

1) 651 

今
回
も
探
検
隊
で

山
へ
登
っ
た
が
、
今

回
ほ
ど
心
残
り
な
山

行
は
な
か
っ
た
。

井
内
峠
の
「
峠
の
地
蔵
さ
ん
円

「
奥
善
神
山
の
耐
」
「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」

な
ど
、
ど
れ
も
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、

残
念
で
し
か
た
が
な
い
。

下
調
べ
も
せ
ず
、
行
き
当
た
り
ば

っ
た
り
で
山
に
出
か
け
る
の
だ
か
ら

当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
。

こ
ん
な
山
行
に
付
き
合
っ
て
く
れ

る
気
の
よ
い
同
行
者
に
感
謝
し
つ
つ
、

今
度
こ
そ
は
、
準
備
万
端
で
出
か
け

た
い
と
思
つ
て
は
い
る
の
だ
が
・:
。

(事前に送付 します)持参品

表紙の写真

5月11日、消防団初級・中級研修会が東温
消防署で行われました。消防団員48人が初級と

中級に分かれて訓練を行い、初級コースでは可

搬ポンフ。の操作や放水訓練、中級コースではロ

ープワークと規律訓練などに真剣に取り組みま

した。

命
広報かわうち
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井内峠隠道手前の
登山道に入る。

..， 

、、

〆

井内

。

4原生林の木立ちの間
からは、井内の棚田
や人家、遠くは川上
の平野部が見えた。

尾根道の途中には、炉
久万町の山々が望
できる所がある。

ぞ

"" f~ ‘ 。 も

rr .....，、h

& 
>if 
，."内崎町 / 

-善神山

「善神山」という名は徳

川後期に井内村周辺の山々

に、仏教擁護の十六善神を

把ったことに由来する。善

神山には前善神と奥善神の

2つのピークがあり、奥善

神の方が上手にあり標高も

この方が高い。

(1続川内町誌」より)

928 

新
緑
が
美
し
い
時
候
と
な
り
、

今
回
は
原
生
林
に
覆
わ
れ
た
井
内

の
山
へ
行
く
こ
と
に
し
た
。

ま
だ
山
桜
の
花
が
咲
く
井
内
峠
肱
道
脇
に
車
を
停
め
、
隆
道
手
前
の

登
山
道
を
登
る
。
急
坂
を
少
し
登
る
と
、
井
内
峠
に
出
た
。
峠
に
は
、

「
峠
の
地
蔵
さ
ん
」
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
辺
り
を
さ
が
す
が
見

つ
か
ら
ず
、
あ
き
ら
め
て
、
奥
善
神
方
面
へ
の
尾
根
道
を
歩
み
始
め
た
。

植
林
(
久
万
町
側
)
と
原
生
林
(
川
内
町
側
)
の
境
の
尾
根
道
を
し

ば
ら
く
行
く
と
、
そ
れ
ま
で
膝
下
の
笹
原
が
身
の
丈
の
笹
原
へ
と
変
わ

る
。
「
フ
ル
フ
ェ
イ
ス
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
持
っ
て
く
れ
ば
よ
か
っ
た
」

1∞l 井
内
峠
(
)
奥
善
神
方
面

と
同
行
者
が
言
う
よ
う
に
、
笹
が
顔
面
を
打
つ
。
や
っ
と
、
笹
の
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
次
第
に
坂
道
の
勾
配
が
き
つ
く
な
り
、
奥
善
神
山

近
く
へ
来
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
休
み
休
み
急
坂
を
登
り
つ
め
る
と
、

奥
善
神
山
を
一
不
す
道
標
に
出
合
う
。

こ
こ
か
ら
奥
善
神
山
は
真
近
で
あ
る
が
、
立
ち
寄
ら
ず
、
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
花
を
み
つ
け
る
べ
く
、
尾
根
道
を
も
う
少

L
進
む
。
し
か
し
、
行

け
ど
も
行
け
ど
も
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
は
な
く
、
重
信
町
の
上
林
の
水
田

が
見
え
は
じ
め
た
辺
り
で
断
念
し
、
井
内
峠
ま
で
引
き
返
し
た
。
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